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まちづくり方針（要約）

－令和８年度施政方針－
　

令
和
８
年
度
は
、
第
６
次
長
期

振
興
計
画
の
６
年
目
、
後
期
計
画

初
年
度
と
な
り
ま
す
。
前
期
計
画

の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
後
期
計

画
お
よ
び
総
合
戦
略
の
実
現
に
向

け
、
各
種
施
策
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

国
や
県
、
民
間
企
業
な
ど
と
の

連
携
を
密
に
、
情
報
収
集
に
努
め
、

本
町
が
よ
り
住
み
や
す
い
町
に

な
る
よ
う
、
各
種
施
策
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

高
齢
者
の
健
康
を
維
持
し
、
少

し
で
も
長
く
、
で
き
る
範
囲
で
働

い
た
り
、
心
身
と
も
に
安
定
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
な

本
町
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
子
化
対
策

な
ど
、
若
年
層
、
子
育
て
世
代
な

ど
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
現
役
世
代

の
生
活
基
盤
の
安
定
に
向
け
、
き

め
細
か
な
対
応
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
、
介
護
、
福
祉

な
ど
、
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境
に
お
い

て
、
健
康
で
安
心
な
充
実
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
町
民

生
活
に
必
要
な
公
共
施
設
の
長
寿

命
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交

通
の
利
便
性
向
上
や
安
全
確
保
、

さ
ら
に
は
台
風
や
豪
雨
時
な
ど
の

浸
水
対
策
と
し
て
道
路
や
河
川
の

整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
時
代
に
向

け
た
教
育
に
よ
る
心
と
健
全
な
身

体
の
育
成
。
さ
ら
に
は
町
民
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
生
涯
学
習

な
ど
を
通
し
た
幅
広
い
ふ
れ
あ
い

や
生
き
が
い
づ
く
り
。
町
内
で
の

購
買
意
欲
の
向
上
に
向
け
た
商
工

業
な
ど
の
振
興
。
観
光
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
活
用
し
た
交
流
人
口
の

増
大
、
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
各

種
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
運
営
に
お
い
て
は
、
各
分

野
で
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、
町

民
生
活
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
無
駄
を
省
き
、
真
に
必
要
な

事
業
を
見
極
め
な
が
ら
進
め
て
参

り
ま
す
。
人
材
確
保
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
し
た
状
況
下
だ
か
ら
こ

そ
、
職
員
が
町
づ
く
り
に
強
い
思

い
を
持
て
る
よ
う
醸
成
し
て
い
く

こ
と
が
、
町
長
と
し
て
の
大
き
な

役
割
だ
と
考
え
ま
す
。
職
員
と
と

も
に
信
頼
さ
れ
る
役
場
づ
く
り
、

信
頼
さ
れ
る
業
務
遂
行
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

硬
直
す
る
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
健
全
な
財

政
運
営
を
基
本
に
、
各
種
施
策

の
遂
行
に
向
け
、
必
要
な
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
予
算
の
執

行
に
あ
た
っ
て
は
無
駄
や
無
理

の
な
い
予
算
執
行
に
努
め
、
各

種
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
議

員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。                                                                   

　　

中
種
子
町
長　

田
渕
川　

寿
広

■
生
涯
学
び
続
け

る
人
づ
く
り

　

児
童
生
徒
の
能
力
や

個
性
を
重
視
し
た
学
習

指
導
を
展
開
し
、
創
造

性
や
自
己
教
育
力
を
育

て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校I

C
T

環
境
を
効
果

的
に
活
用
し
、
教
育
の

質
を
向
上
さ
せ
、
全
て

の
児
童
生
徒
の
可
能
性

を
引
き
出
す
「
個
別
最

適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
を
実
現
す

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
給

食
費
の
無
償
化
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
老

朽
化
が
進
む
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
建
て
替
え
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
規
模
適
正

化
に
向
け
て
は
、
校
区

代
表
の
地
域
の
方
や
教

育
関
係
者
な
ど
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
教

育
環
境
の
適
正
に
向
け

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

■
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
共
に
つ
く
る
生
き
が
い
に
満
ち

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
高
齢
者

施
策
に
関
し
て
は
、
生
活
指
導
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
、
高
齢
者
給

食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
元
気
度

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
推
進
と
日
常
生
活
の
支
援
の
強
化

を
目
的
と
し
た
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
事
業

の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
障
害
者
の
自

立
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
障

が
い
者
・
生
活
困
窮
者
に
対
応
し
た

制
度
に
係
る
扶
助
費
の
支
給
や
「
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し

な
が
ら
、
障
が
い
者
施
設
の
人
材
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
外
国
人
材
も

含
め
て
新
た
な
就
業
者
獲
得
の
た
め

の
支
援
に
よ
り
、
施
設
運
営
の
継
続

を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
「
り
ん

く
」
を
中
心
に
、「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
妊
娠
期

か
ら
18
歳
成
人
前
ま
で
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

現
物
支
給
に
よ
る
窓
口
負
担
の
無
料

化
や
島
外
で
の
受
診
へ
の
旅
費
な
ど

の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま

す
。

■
地
域
活
性
化
対
策
と

定
住
促
進

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
が
主
役

の
地
域
づ
く
り
や
、
創
意

工
夫
を
活
か
し
た
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を

目
的
と
し
、
引
き
続
き
地

域
再
生
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
動

や
産
業
振
興
の
担
い
手
・

後
継
者
の
確
保
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

活
用
や
昨
年
度
設
立
し
た

「
種
子
島
な
か
た
ね
仕
事
サ

ポ
ー
ト
協
同
組
合
」
に
よ

る
人
材
確
保
を
国
の
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
支
援
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

移
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

移
住
希
望
者
か
ら
の
空
き

家
紹
介
に
対
応
す
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

と
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
移
住
者
（
地
域
後

継
者
を
含
む
）
へ
貸
し
出

す
こ
と
を
目
的
に
、
町
内

の
空
き
家
を
改
修
す
る
希

望
者
に
対
し
て
、
そ
の
改

修
に
係
る
経
費
に
補
助
を

行
い
定
住
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
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■
産
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
さ
と
う
き
び
に

つ
い
て
は
、
台
風
な
ど
の
被
害
に
強

い
傾
向
に
あ
り
単
収
も
上
が
る
要
素

が
高
い
「
は
る
の
お
う
ぎ
」
な
ど
の

普
及
を
図
る
た
め
、
さ
と
う
き
び
優

良
種
苗
の
確
保
お
よ
び
供
給
や
作
地

力
増
進
対
策
、
ま
た
、
国
県
事
業
を

活
用
し
た
機
械
導
入
や
資
材
高
騰
支

援
な
ど
を
引
き
続
き
推
進
し
、
面
積

の
維
持
・
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

高
単
収
・
高
品
質
の
さ
と
う
き
び
づ

く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

澱
粉
原
料
用
さ
つ
ま
い
も
は
、
基

腐
れ
病
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
被
害
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
作
付
け
面
積
の
減
少
に
歯
止

め
を
掛
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
後
も
従
来
の
さ
と
う
き
び

と
の
輪
作
体
系
を
基
軸
に
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
と
の
二
毛

作
の
推
進
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き

続
き
バ
イ
オ
苗
供
給
に
よ
る
優
良
種

芋
の
確
保
、
育
苗
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ

ル
資
材
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
資
材
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

安
納
い
も
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド

推
進
本
部
を
中
心
に
、
引
き
続
き
出
荷

販
売
統
一
基
準
に
基
づ
い
た
生
産
体
制

の
確
立
と
、
栽
培
技
術
お
よ
び
品
質
向

上
を
図
る
た
め
、
品
評
会
な
ど
へ
の
出

品
な
ど
を
奨
励
し
、
関
係
機
関
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
超
早
場

米
の
産
地
と
し
て
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
と

連
携
し
、
よ
り
多
く
の
出
荷
・
販
売

体
制
を
確
立
し
、
生
産
性
と
品
質
の

向
上
、
安
心
・
安
全
で
美
味
し
い
売

れ
る
米
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
種
子
島
農
業
公
社
の
育
苗
施
設

内
の
播
種
機
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

更
新
を
行
い
、
水
田
利
用
促
進
を
計

画
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

園
芸
作
物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
安
心
・
安
全
・

信
頼
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
度
の
遵
守
に
努
め
、
各

市
場
な
ど
と
の
情
報
共
有
に
努
め
な

が
ら
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
品
質
お
よ
び
単
収
向
上
に

努
め
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
よ
り
一
層
増
反
を
図
る
た
め
、

基
幹
作
物
と
の
輪
作
体
系
や
二
毛
作

を
推
進
し
、
収
入
増
と
連
作
障
害
の

低
減
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
の
生

産
性
の
高
い
肉
用
牛
繁
殖
経
営
を
図

る
た
め
、
国
庫
補
助
事
業
の
推
進
と

単
独
事
業
の
子
牛
損
耗
防
止
対
策
や

肉
用
牛
生
産
性
向
上
対
策
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。
乳
牛
は
、
生
産
効
率
の

高
い
専
門
型
酪
農
経
営
を
推
進
す
る

た
め
、
町
の
貸
付
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
、
搾
乳
素
牛
確
保
を
図
り
な

が
ら
衛
生
的
・
成
分
的
に
も
良
質
な

生
乳
生
産
を
促
進
し
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
離
島
漁
業

再
生
支
援
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

漁
協
・
ご
ん
げ
ん
中
種
子
集
落
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
効
率
的
な
事
業
を

推
進
し
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金

を
活
用
し
て
、
魚
介
類
の
海
上
輸
送

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

商
工
会
会
員
事
業
者
へ
の
経
営
指
導

の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
会
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
導
入
な
ど
に
よ
り
、
地
元
店

舗
で
の
消
費
誘
導
に
努
め
る
と
と
も

に
、
金
融
支
援
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
商
工
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
中
種
子
町
創
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、
創
業
希
望
者

に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

の
設
置
や
特
定
創
業
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
制
度
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
や
若
年

層
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
起
業
を

後
押
し
ま
す
。

　

観
光
・
交
流
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
で
の
癒
し

の
ひ
と
と
き
、自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
村
で
の
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
、
種
子

島
こ
り
ー
な
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

た
交
流
、
農
林
漁
家
で
の
暮
ら
し
体

験
、
総
合
運
動
公
園
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
な
ど
、
島
の

魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
体
験
の
可
能
性

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

■
自
衛
隊
馬
毛
島
基
地
整
備

　

西
之
表
市
の
馬
毛
島
に
お
い

て
は
、
自
衛
隊
馬
毛
島
基
地
建

設
工
事
の
着
工
後
約
３
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
天
候
や
資
材
な

ど
の
搬
入
遅
れ
な
ど
様
々
な
要

因
が
重
な
り
、
令
和
11
年
度
末

（
令
和
12
年
３
月
末
）
の
完
成

と
の
計
画
の
見
直
し
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な

る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
馬
毛
島
基
地
建

設
工
事
全
体
の
状
況
や
、
自
衛

隊
の
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
、
正
確
な
情

報
の
収
集
に
努
め
、
知
り
得
た

情
報
の
周
知
を
行
う
な
ど
引
き

続
き
防
衛
省
と
の
連
携
を
密
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
先
遣
隊
員
の
皆

さ
ま
に
、
本
町
の
活
性
化
に

ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

防
衛
省
、
自
衛
隊
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
つ
つ
、
本
町

へ
の
自
衛
隊
関
連
施
設
の
誘

致
を
こ
れ
ま
で
同
様
、
強
く

要
望
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
安
心
・
安
全

な
環
境
づ
く
り

　

道
路
・
橋
梁
整

備
は
、
町
道
５
路

線
の
改
良
舗
装
事

業
、
橋
梁
点
検
事

業
を
実
施
し
、
交

通
の
円
滑
化
お
よ

び
安
全
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

水
道
施
設
に
つ

い
て
は
、
引
き
続

き
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
安
全
で
安
心

な
水
を
供
給
す
る

た
め
に
、
施
設
の

改
良
お
よ
び
水
質

の
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
防
災
対

策
に
お
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
よ
る
「
自

助
」「
共
助
」
の
実

践
に
む
け
た
取
り

組
み
や
見
守
り
体

制
、
避
難
支
援
体

制
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
防

災
機
能
の
強
化
を
、

地
域
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
構
築
し
ま

す
。
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81 億 1,300 万円81 億 1,300 万円

事業名 事業の内容 事業費

公共施設等防犯カメラ設置事業 公共施設等防犯カメラ設置委託 600

地域公共交通確保維持改善事業 コミュニティバス、予約型乗合タクシー 2,925

副食費助成事業 保育所、幼稚園の副食費無償化 1,276

予防接種事業 インフルエンザ接種の無償化 1,188

予防接種事業 新型コロナワクチン接種の無償化（65 歳以上） 1,451

がん検診事業 各種がん検診 1,083

肥料価格高騰対策支援事業 肥料価格高騰支援 5,238

畜産配合飼料等価格高騰対策事業 飼料価格高騰支援 7,090

漁業操業支援事業 重油購入費用支援 422

自然レクリエーション村整備事業 第二管理棟新設工事 6,486

国民保護計画改訂業務委託 国民保護計画改訂 994

中学校体育館改修事業 床改修等 12,232

学校給食事業 給食センター運営、給食無償化 9,194

給食センター施設整備事業 給食センター基本設計委託、配送車購入 3,500

種子島中央武道館改修事業 屋上改修等 8,440

体育施設トイレ改修事業 種子島中央体育館・武道館トイレ改修工事 2,680

防災施設整備事業（水道事業） 給水車購入、浄水場防災倉庫設計委託 7,429

合計 72,228

再編交付金 令和８年度実施予定事業　　　　　　（単位：万円）

主な使い道

◆総務費
公共施設管理経費１億 5,303 万円、電算機器等整備経費１億 4,523 万円
航路・航空路運賃低廉化支援事業 4,451 千円

◆民生費
社会福祉対策５億 2,829 万円、老人福祉対策１億 9,449 万円、児童福祉対策７億 8,038 万円
国保特会繰出金 9,205 万円、介護特会繰出金１億 9,807 万円

◆衛生費

予防・健康増進経費１億 3,463 万円、ごみ収集委託 3,583 万円、公立種子島病院組合
8,788 万円、種子島広域事務組合２億 1,822 万円、種子島産婦人科医院 5,464 万円、
後期高齢者医療広域連合１億 1,957 万円、後期高齢者医療特会繰出金 7,147 万円、
水道事業会計繰出金１億 3,035 万円、中南衛生管理組合 6,439 万円

◆農林水産業費
農業振興経費 9,942 万円、園芸振興費 5,448 万円、さとうきび振興経費 3,877 万円
林業振興経費 3,200 万円、水産業振興経費 2,143 万円、農業基盤整備事業１億 3,268 万円
地籍調査費 4,775 万円

◆商工費 ふるさと納税返礼品関連経費 6,658 万円、観光施設等管理経費１億 1,470 万円

◆土木費 町道維持管理経費２億 9,614 万円、空港管理経費 7,326 万円、河川費 3,191 万円

◆消防費 熊毛地区消防組合１億 7,788 万円、消防備品購入経費 1,892 万円

◆教育費
スクールバス運行委託経費 4,950 万円、学校建設費１億 2,481 万円
教育振興費 4,398 万円、学校給食経費１億 6,849 万円

会計名 令和８年度予算額 令和７年度予算額 増減額 伸び率
国民健康保険 108,474 139,012 △ 30,538 △ 22.0
介護保険 111,309 121,076 △ 9,767 △ 8.1
後期高齢者医療 17,175 16,492 683 4.1

水道事業会計
歳入 29,972 歳入 30,964 △ 992 △ 3.2
歳出 33,890 歳出 32,629 1,261 3.9

特別会計等当初予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：金額 =万円、伸び率 =％）
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令和８年度一般会計予算令和８年度一般会計予算
　令和８年度の当初予算が３月定例会で可決されました。

　本年度予算は、自主財源の伸びが見込まれるものの、依然として地方交付税などの依存財源に頼る状

況の下に編成されました。

　国の動向次第では財源不足も発生する厳しい財政状況にあり、事業の選別にあたっては必要性、効果

などについて十分に検証を行いながら行政改革に取り組み、義務的経費の抑制を図っていきます。

　また、国・県の各種施策を活用しながら、地域経済の振興や福祉・教育・環境関係などの生活基盤に

必要な経費を計上しています。

歳入 自主財源 金額 伸び率
町税 89,100 4.8
分担金および負担金 2,319 △ 6.7
使用料および手数料 10,527 1.8
繰入金 137,190 △ 3.7
その他収入 26,227 28.1

依存財源 金額 伸び率
地方譲与税 8,592 1.3
地方交付税 282,000 0.0
国庫支出金 114,192 △ 5.8
県支出金 61,457 △ 2.3
その他交付金 21,616 3.1
町債 58,080 3.6

依存財源 依存財源 

551,575551,575

令和７年度 

当初予算 

812,400

令和８年度 

当初予算 

811,300

依存財源 依存財源 

545,937545,937

自主財源 自主財源 

265,363265,363

自主財源 自主財源 

260,825260,825

歳入予算の状況 
（単位 =万円）

（単位：金額 =万円、伸び率＝％）

＜歳入＞　

　地方交付税が最も多く、全体の約 35％を占め、

町民の皆さまからいただく町税については、８億９

千万程を見込んでおり、全体の約 11％になります。

　町債 ( 借入金）は道路などの整備に充てるほか、

消防車両の購入や中央体育館照明機器の改修など

に関する費用として総額で約５億８千万円を計上

しています。

　なお、財源調整のために基金 ( 預金）から繰り

入れる額は、13 億７千２百万円程度を予定してい

ます。

＜歳出＞

　性質別経費で比較すると、義務的経費が 34 億５

千万円程で、全体の約 43％を占めています。

　投資的経費では、町道の改修・維持整備、農地

基盤の整備、中学校体育館や種子島中央武道館な

どの大規模な改修などに関する費用を計上してい

ます。

　その他の経費では、中南衛生管理組合や後期高

齢者医療広域連合、種子島産婦人科医院、公立種

子島病院などへの負担金や、国民健康保険や介護

保険などの各特別会計への繰出金などを計上して

います。

歳出
歳出予算の目的別内訳（単位：万円）歳出予算の性質別内訳（単位：万円）

議会費 7,953議会費 8,236

総務費総務費 129,263129,263

民生費民生費 179,361179,361

総務費 145,132

民生費 170,990

衛生費衛生費 97,27897,278衛生費 90,236

農林水産業費農林水産業費 88,54588,545

商工費 21,63921,639

土木費 47,86147,861

消防費 27,59527,595

教育費 121,605121,605

公債費 89,21289,212

令和８年度令和８年度
当初予算当初予算
811,300811,300

令和７年度 令和７年度 
当初予算 当初予算 
  812,400  812,400農林水産業費　76,924

商工費 25,199

土木費 52,921

消防費 30,491 

教育費 119,937

公債費 91,409
予備費 925 予備費 988988

扶助費扶助費

87,24987,249

投資的投資的

経費経費

令和７年度 令和７年度 

当初予算 当初予算 

812,400812,400

人件費人件費

155,768155,768

公債費公債費

91,40891,408

普通建設事業費普通建設事業費

119,605119,605

物件費物件費

112,137112,137

その他その他

246,233246,233

義務的経費義務的経費

334,425334,425

その他の経費その他の経費

358,370358,370

投資的投資的

経費経費

扶助費 扶助費 

96,37196,371

公債費 公債費 

89,21289,212

普通建設事業費 普通建設事業費 

118,710118,710

物件費 物件費 

100,520100,520

その他その他

247,095247,095

人件費人件費

159,392159,392

義務的経費義務的経費

344,975344,975

令和８年度 令和８年度 

当初予算当初予算

811,300811,300

その他の経費その他の経費

347,615347,615
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　星原小学校　星原小学校

　４月初旬に町内各地で、　４月初旬に町内各地で、
　　　入学式・入園式が行われました　　　入学式・入園式が行われました

　油久小学校　油久小学校

　南界小学校　南界小学校 　岩岡小学校　岩岡小学校

　中種子特別支援学校　中学部　中種子特別支援学校　中学部

　納官小学校　納官小学校

　中種子特別支援学校 高等部　中種子特別支援学校 高等部

　増田小学校　増田小学校
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ピカピカの新１年生が入学 !!ピカピカの新１年生が入学 !!
小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

星原小学校 １ １ ２ ２ １ ２ ９

納官小学校 ２ ５ ６ ４ ３ ３ 23

増田小学校 ４ ３ ４ ５ ３ ５ 24

油久小学校 ３ ３ ３ １ ０ ３ 13

野間小学校 32 39 49 40 42 40 242

南界小学校 ２ ６ ０ ２ ９ １ 20

岩岡小学校 ２ ５ ３ ３ ３ ３ 19

中学校 １年 ２年 ３年 合計

中種子中学校 57 58 71 186

新入生 小学部 中学部 高等部 合計
中種子特別
支援学校 ０ ４ ６ 10

新入生 普通科 ミライ
デザイン科

情報
処理科 合計

種子島
中央高校 16 12 35 63

中央保育所 野間幼稚園

11 30

　中央保育所　中央保育所

　野間小学校　野間小学校

　種子島中央高等学校　種子島中央高等学校

　野間幼稚園　野間幼稚園 　野間幼稚園　野間幼稚園
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

地域おこし協力隊通信（№ 111）
就任あいさつ　

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
１
日
よ
り
埼
玉
県
か
ら
夫

婦
で
中
種
子
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
、
鈴
木
雅
也
・
花
奈
で
す
。
今
月
号
は
私
、

花
奈
が
協
力
隊
通
信
を
担
当
し
ま
す
。
前
職
は
看
護

師
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
役
場
経
験
も
な

け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
フ
ィ
ス
」
の
中
で
働
い
て

い
た
こ
と
も
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
少
し

緊
張
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
企
画
課
の
配
属
で
、

商
工
観
光
や
移
住
促
進
に
つ
い
て
携
わ
っ
て
い
く
予

定
で
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
予
定
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
で
写

真
や
動
画
制
作
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
分
野
を

活
か
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
、
中
種
子
町
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
加
え
て
ノ
ー
ト
で
移
住
体
験
記
の
発
信
活
動
も

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
入
居
し
て
す
ぐ
に
初
め
て
の
集
落
行
事
に

参
加
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
方
言
が
飛
び
交
い
、
そ

の
活
気
に
思
わ
ず
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
耳
慣
れ
な
い

言
葉
が
行
き
交
う
中
に
も
、
地
域
な
ら
で
は
の
温
か

さ
や
結
び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
土
地
の
文
化
に

触
れ
た
実
感
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
方
言
の
独
特

の
響
き
に
は
、
地
域
の
歴
史
や
人
柄
が
映
し
出
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
、
早
く
慣
れ
た
い
と
思
い
、
少
し
ず

つ
勉
強
中
で
す
。

　

ま
た
、
引
っ
越
し
て
き
て
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
田

ん
ぼ
が
多
く
農
業
が
と
て
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
で
す
。

田
植
え
も
終
わ
り
、
柔
ら
か
な
緑
色
の
苗
が
ま
っ
す

ぐ
に
伸
び
始
め
て
い
ま
す
。
日
々
変
わ
っ
て
い
く
田

ん
ぼ
の
景
色
を
間
近
で
見
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

早
速
、
大
家
さ
ん
や
お
店
の
方
か
ら
収
穫
し
た
ば
か

り
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を
頂
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
新
鮮
さ
と
甘
み
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

中
種
子
町
で
育
て
ら
れ
た
農
産
物
を
積
極
的
に
選
ん

で
味
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
た
経
緯
を
少
し
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
私
は
５
年
前
（
お
じ
ー
と
結
婚
前
）
に
も
種
子

島
の
西
之
表
市
へ
の
移
住
経
験
が
あ
り
ま
す
。「
サ
ー

フ
ィ
ン
で
有
名
な
島
」
と
い
う
情
報
し
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
単
身
で
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

(

サ
ー
フ
ィ
ン
が
上
手
く
な
る
と
意
気
込
み
移
住
し

ま
し
た
が
、
１
度
目
の
移
住
で
は
思
う
よ
う
に
サ
ー

フ
ィ
ン
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・)

初
め
て
の
離
島
に
少
し
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
上
回
る
暮
ら
し
や
す
さ
や
人
の
温
か
さ
を
実

感
し
、
種
子
島
の
こ
と
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
、
地
元
埼
玉
へ
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
１
年
間
暮
ら
し
た
種
子
島
の
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
お
じ
ー
を
４
年
間
説
得
し
、
よ
う
や
く
２

度
目
の
移
住
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
じ
ー

も
過
去
に
何
度
も
種
子
島
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、
種

子
島
の
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
都
会
の
喧
騒
を
忘
れ

ら
れ
る
自
然
豊
か
な
種
子
島
で
、
温
か
い
人
た
ち
に

囲
ま
れ
、
新
生
活
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
夫
婦
で
移
住
を
す
る
と
い
う
決
断
は
、

決
し
て
容
易
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
「
人
生

一
度
き
り
」
と
思
う
と
、
何
を
選
択
す
る
か
は
一
目

瞭
然
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
協
力
隊
と
し
て
中
種
子
町
を
よ
り

盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

                              

鈴
木　

花
奈

　

農
林
水
産
課
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
新
設
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

note 　地域おこし
協力隊 Instagram

　YouTube 　農林水産課
　Instagram
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　まちの話題　　まちの話題　

　

３
月
10
日
に
、
牧
川
展
望
所

で
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
10
本
の
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
と
森
林
づ
く

り
協
定
を
結
ん
で
い
る
米
盛
建

設
（
株
）
が
、
２
０
２
１
年
に

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
県
内
各

地
で
植
樹
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
４
回
目
の
実
施
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
間
幼
稚
園
の
園
児

も
植
樹
に
参
加
し
、「
大
人
に

な
っ
た
ら
桜
を
見
に
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

米盛建設（株）がカワヅザクラを植樹
野間幼稚園の園児も参加

　

３
月
10
日
に
、
増
田
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
主
催
し
た
、
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
中
山
淳
子
さ
ん
に
よ

る
「
ガ
ミ
ガ
ミ
言
わ
な
い
子
育
て

術
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
50
人

の
参
加
が
あ
り
、「
よ
か
っ
た
」「
あ

り
が
と
う
」
な
ど
の
プ
ラ
ス
言
葉

を
使
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
増
や

す
重
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
帰
っ
た
ら
子
ど

も
を
褒
め
た
い
」
な
ど
共
感
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

子育てアドバイザーによる教育講演
増田小学校ＰＴＡが主催

　

３
月
10
日
、
戦
争
で
尊
い
命
を

失
わ
れ
た
４
８
８
柱
の
御
霊
に
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
、
恒
久
平
和
へ
の

願
い
を
込
め
て
「
令
和
８
年
中
種

子
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
忠
霊
塔

前
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
に
は
、
ご
遺
族
や
関
係

者
の
方
が
参
列
さ
れ
、
町
長
や
議

長
に
よ
る
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
参

列
者
一
同
が
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
参
列
者
か
ら
献
花
が

捧
げ
ら
れ
、
会
場
は
深
い
敬
意
と

祈
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

中種子町戦没者追悼式
恒久平和への願いを込めて

平和と使命を胸に自衛隊入隊
自衛隊入隊者壮行会

　

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
前

田
空
那
さ
ん
（
二
十
番
）
の
壮

行
会
が
、
３
月
６
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

壮
行
会
は
、
自
衛
隊
家
族
会

関
係
者
ら
が
出
席
し
、
防
衛
大

臣
や
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
で
激
励

し
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
心
身
を
鍛
え
立

派
な
自
衛
官
に
な
り
ま
す
」
と
入

隊
に
向
け
て
力
強
く
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

油
久
小
学
校
の
児
童
が
、
昨
年

４
月
か
ら
栽
培
し
て
き
た
さ
と
う

き
び
を
収
穫
し
、
黒
糖
作
り
を
し

ま
し
た
。

　

地
元
の
農
家
さ
ん
に
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
収
穫
し
、
黒
糖
伝

承
館
で
の
黒
糖
作
り
を
楽
し
み
に

児
童
た
ち
は
張
り
切
っ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
黒
糖
は
、
香
り

も
よ
く
、
味
見
し
た
児
童
は
「
甘

く
て
お
い
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
、

作
っ
た
黒
糖
は
、
家
族
や
地
域
の

方
々
に
届
け
て
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

黒糖作り
油久小学校

交通安全教材を贈呈
鹿児島県トラック協会

　

３
月
17
日
に
、（
有
）
山
中
運

送
代
表
取
締
役
の
山
中
有
井
子
さ

ん
（
町
山
崎
）
か
ら
、
交
通
安
全

教
材
（
交
通
標
識
入
り
文
具
セ
ッ

ト
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
新
入
学
児
童

に
対
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
理

解
と
交
通
安
全
意
識
の
啓
発
を

目
的
に
、
鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

で
、
協
会
の
各
支
部
か
ら
、
県
お

よ
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
を
通

じ
て
、
各
小
学
生
の
新
入
学
児
童

へ
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
種
子
町
副
町
長
の
阿
世
知
文

秋
さ
ん
（
旭
町
）
が
任
期
満
了
の

た
め
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
任
し

ま
し
た
。

　

阿
世
知
さ
ん
は
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
１
期
４
年
、
町
長
の
補

佐
役
と
し
て
「
明
る
く
豊
か
で
住

み
良
い
郷
土
」
を
目
指
し
、
長
年

の
行
政
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
町

政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

退
任
式
で
は
、
職
員
に
拍
手
で

見
送
ら
れ
な
が
ら
庁
舎
を
後
に
し

ま
し
た
。

町政に尽力された４年間
阿世知副町長退任

　

３
月
27
日
に
、
鹿
児
島
医
療

技
術
専
門
学
校
種
子
島
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
学
校
は
、
鹿
児
島
市
に
あ

る
本
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を

繋
ぎ
、
実
習
は
島
内
の
医
療
機

関
や
介
護
施
設
で
実
施
す
る
こ
と

で
、
種
子
島
に
い
な
が
ら
看
護
師

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
年
度
は
、
定
員
８
人
に
対
し

て
２
人
が
入
学
し
、
４
月
13
日
か

ら
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

鹿児島医療技術専門学校
種子島サテライト教室竣工式
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本
町
の
小
・
中
学
校
に
新
た

に
赴
任
し
た
転
入
教
職
員
30
人

の
宣
誓
式
お
よ
び
歓
迎
式
が
、

４
月
６
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
野
間
小
学
校
の
山
口

校
長
が
代
表
し
て
「
教
育
を
通
じ

て
、
教
育
公
務
員
の
職
務
と
責
任

を
自
覚
し
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職

務
執
行
し
ま
す
」
と
宣
誓
し
、
鮫

島
教
育
長
が
「
町
民
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

30 人の先生が着任
転入教職員宣誓式および歓迎式

本物の音を体験！「ジャンベ演奏会」
南界小学校

　

３
月
12
日
に
、
南
界
小
と
油
久

小
が
合
同
で
ジ
ャ
ン
ベ
鑑
賞
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
南
種
子
町
で
活
動

さ
れ
て
い
る
「
ホ
ナ
カ　

ア
フ
リ

カ
」
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ア

フ
リ
カ
の
伝
統
的
な
太
鼓
「
ジ
ャ

ン
ベ
」
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
ベ
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

力
強
い
リ
ズ
ム
が
体
育
館
に
響
き

渡
り
、
児
童
の
中
に
は
手
拍
子
や

立
ち
上
が
っ
て
踊
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
文
化
を
体

感
で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

４
月
６
日
に
、
中
央
公
民
館
で

令
和
８
年
度
第
28
期
う
み
が
め

留
学
生
の
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

　

今
年
度
は
岩
岡
小
学
校
へ
里
親

留
学
が
３
人
、
家
族
留
学
が
４
人

（
２
世
帯
）、
星
原
小
学
校
に
家
族

留
学
が
３
人
（
２
世
帯
）
が
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
に
通
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
南
界
校
区

へ
家
族
留
学
と
し
て
３
人
（
１
世

帯
）
が
留
学
し
南
界
小
学
校
へ
通

い
ま
す
。

13 人の留学生が中種子町へ
令和８年度第 28 期うみがめ留学歓迎式

　

宮
内
慶
喜
さ
ん
（
池
之
向
）
が
、

中
種
子
町
議
会
の
同
意
を
得
て
教

育
委
員
に
就
任
さ
れ
、
町
長
室
で

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
12
月
13
日
で
す
。

■
中
種
子
町
教
育
委
員
名
簿

　

松
下
佳
代
（
浜
津
脇
）

　

寺
田
治
美
（
旭
町
）

　

住
岡
重
寛
（
横
町
）

　

宮
内
慶
喜
（
池
之
向
）　

宮内慶喜さんが教育委員に就任
中種子町教育委員
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

３月 31 日付退職者と４月１日付町職員の人事異動　（　）は異動前　※敬称略

◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・213

退職（３月 31 日付）　
遠藤　淳一郎 依願退職（自衛隊対策室長）

浦口　吉平 依願退職（地域福祉課長）

向　正郎 依願退職（空港管理事務所長）

大木田　昭人 依願退職（税務課主幹兼地積調査係長）

川久保　照子 依願退職（地域福祉課主幹兼こども未来係長）

前平　智明 依願退職（町民課主幹兼環境衛生係長）

四元　利紀 依願退職（種子島広域事務組合認定審査係長）

古田　安代 依願退職（町民課主幹）

古市　玲奈 依願退職（町民課主査）

左尾　洋海 依願退職（中央保育所保育士）

日髙　大河 依願退職（地域福祉課主事補）

異動（４月１日付）　

課長級

上田　勝博 総務課長兼自衛隊対策室長（総務課長）

鮫島　司 地域福祉課長（企画課長）

田平　さやか
空港管理事務所長（税務課長兼固定資産
税係長）

南　義雄
農業委員会事務局長（農業委員会事務局
長兼農地振興係長）

織部　智博 町民課長兼環境衛生係長（町民課長）

稲子　隆浩
税務課長兼固定資産税係長（農林水産課
主幹兼農政係長）昇格

東郷　伸也 企画課長（総務課主幹兼財政係長）昇格

係長級

浦島　民世
地域福祉課主幹兼こども未来係長（中央
保育所主幹兼事務長）

馬場　健二
税務課主幹兼地籍調査係長（水道課主幹
兼庶務係長）

柳田　英之
地域福祉課主幹兼介護保険係長（企画課
主幹兼地域振興係長）

福留　光広
建設課主幹兼管理係長（建設課主幹兼土
木港湾係長）

中村　隆幸
総務課主幹兼行政係長（企画課主幹兼企
画調整係長兼広報係長）

一氏　昭博 水道課庶務係長（教育総務課管理係長）

永濵　優
総務課財政係長兼自衛隊対策室自衛隊対
策係長（自衛隊対策室自衛隊対策係長）

永濵　次則
農林水産課農政係長（社会教育課社会教
育係長兼公民館係長）

牧瀬　亮
企画課企画調整係長兼広報係長（総務課
行政係長）

岡山　智史
種子島地区広域事務組合認定審査係長
（地域福祉課介護保険係長）派遣

日髙　恵太
企画課地域振興係長（農林水産課林務水
産係長）

峯下　俊介
教育総務課管理係長（建設課管理係長）
出向

石堂　智美
中央保育所主幹兼事務長（中央保育所保
育士）昇格

鎌田　一美
農業委員会主幹兼農地振興係長（中央保
育所保育士）昇格・出向

蓮子　勝彦
農林水産課林務水産係長（農林水産課主査）
昇格

赤坂　望美
社会教育課社会教育係長兼公民館係長（社
会教育課主査）昇格

上浦　雄樹
建設課土木港湾係長（建設課技術主査）
昇格

一般職

濱田　恵衣 町民課保健師（地域福祉課保健師）

黒木　愛美 学校教育課主査（議会事務局主査）出向

寺田　耕作 総務課主査（地域福祉課主査）

木下　菜々 企画課主査（学校教育課主査）

城　将司 給食センター主査（税務課主査）出向

葛　康 地域福祉課主事補（企画課主事補）

松原　理子 議会事務局主事補（企画課主事補）出向

新規採用

牧瀬　玲奈 税務課主事補

再任用

前田　洋子 農業委員会主事　出向

　新規採用職員　牧瀬玲奈　新規採用職員　牧瀬玲奈

　

令
和
８
年
４
月
１
日

付
で
熊
毛
地
区
消
防
組

合
中
種
子
分
遣
所
に
３

人
の
新
人
職
員
が
拝
命

さ
れ
ま
し
た
。

　南侑冶　南侑冶　鳥居哲汰　鳥居哲汰　髙橋咲良　髙橋咲良

　福井県出身　福井県出身 　輪之尾　輪之尾 　畠田　畠田
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

令和８年度役場職員採用試験について
◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・288

　一般事務職（社会人経験者枠）・土木技術職・建築技術職・保健師・社会福祉士・文化財専門職の採用試験を
下記のとおり通年募集にて実施します。

■申込期限・試験日程・試験会場
受付開始日 試験実施予定日 会場

随時募集
４月 24 日（金）受付開始

申込状況により、通知します。 中種子町役場防災センター

※一般事務職以外の試験については、書類審査および面接のみの実施です。
※本試験は、採用予定人数に達した時点で申込期間中であっても募集を終了することがあります。

■申込期限・試験日程・試験会場

受付期間 試験日 会場

４月 24 日（金）～５月 22 日（金） ６月 21 日（日） 中種子町役場防災センター

資料請求方法や請求宛先など、詳細な内容については、町ＨＰをご覧になるか、総務課までお問い合わせください

　個別試験　個別試験

■受験資格

試験区分 受験資格など

一般事務職
平成９年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校（同
資格を含む）以上の学歴を有する方

土木技術職
平成９年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校（同
資格を含む）以上の学校で土木課程または各種専門学校の土木課程を卒業した方または、令和９年
３月までに卒業見込みの方

建築技術職
平成９年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた方で、二級建築士以上の資格を所有の方
または令和９年３月までに資格取得見込みの方

保健師
平成９年４月２日以降に生まれた方で、保健師資格を所有の方または令和９年３月までに資格取
得見込みの方

社会福祉士
平成９年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士資格所有の方または令和９年３月までに資格
取得見込みの方

文化財専門職 平成９年４月２日以降に生まれた方で、上記「通年募集の文化財専門職」と同条件

　通年募集　通年募集

■受験資格

試験区分 受験資格など

一般事務職
（社会人経験者枠）

昭和 56 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校（同
資格を含む）以上の学歴を有する方。また、下記の条件を満たす方
【職務経験】
●民間企業などにおける職務経験が直近７年中５年以上ある方
※会社員、国家公務員、地方公務員、団体職員などとして、１週間につき 30 時間以上の勤務を１年
　以上継続した期間（見込みは含みません）が該当します。
●能力と経験をもとに、職員をリードし組織を活性化させ、中種子町の発展に寄与できる人材。

土木技術職
昭和 56 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校（同
資格を含む）以上の学校で土木課程または各種専門学校の土木課程を卒業した方

建築技術職 昭和 56 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、二級建築士以上の資格所有の方

保健師 昭和 56 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、保健師資格所有の方

社会福祉士 昭和 56 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、社会福祉士資格所有の方

文化財専門職

昭和 56 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で、①または②のいずれかに該当する方
①学校教育法に規定する大学において、考古学その他これに準ずる分野を専攻し、卒業した方ま
たは令和９年３月までに卒業見込みの方
②博物館法で定める学芸員資格を有する方または令和９年３月までに資格を取得見込みの方

　一般事務職・土木技術職・建築技術職・保健師・社会福祉士・文化財専門職の採用試験を下記のとおり実施します。
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　まちの話題　　まちの話題　 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

人権ってなんだろう　第53回「５月の人権に関する月間・週間・記念日」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

児
童
福
祉
週
間
（
５
月
５
日
～
５
月
11
日
）

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
、
こ
れ

は
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
国

民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
未
来
の
担
い

手
と
し
て
、
個
性
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
っ

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
・
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も

と
子
育
て
を
大
切
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
社
会
づ
く
り
を
大
人
任
せ

に
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
社
会
が
理

想
な
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
一
人
一
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
意
志
で
新
し
い
未
来
を
築
い
て
行
こ
う

と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
応
援
す
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
（
５

月
５
日
～
11
日
）」
と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の
理

念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各
種
行
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

令和８年度の校区・集落行政連絡員　※敬称略

◎お問い合わせ先　総務課行政係☎㉗ 1111 内線 211・213

星原校区 池之平 中﨑　幸男 町山崎 濵田　德治 南界校区

校区長 德永　洋一 秋佐野 増野　幸孝 阿　曽 須田　大輔 校区長 池山　耕太郎

牧　川 遠藤　淳一郎 戸　畑 - 竹屋野 鎌田　通弘 輪之尾 鳥居　幸洋

浜津脇 桑原　保昭 向井町 𡧃都　政和 高　峯 古田　利清 田　島 四元　浩昭

上之城 德永　政憲 中之町 長野　誠 大牟礼 田平　末博 東　目 古市　勇人

坂　元 鮫島　宗親 郡　原 田代　義昭 伊　原 大町田　学 本　村 久保田　和広

竹之川 橋野　敏成 古　房 橋野　徹 下　田 岩田　正利 中　田 牧瀬　忠昭

広　野 村田　幸春 野間校区 満足山 山田　昭人 長　谷 遠藤　浩平

砂　中 濱田　賢治 校区長 酒井　房幸 阿　保 塙　泰則 原　尾 山浦　拓己

深久保 金城　祐一 中　山 松原　健一郎 油久校区 熊　野 濵山　正文

納官校区 大　平 大山　豊 校区長 小島　次雄 新　町 田中　義文

校区長 春田　一義 池之向 岩　次則 広ケ野 林　隆夫 塩　屋 潮　稔

宝　来 山下　久美子 伏之前 奥田　美佐夫 東之町 秋田　安喜 岩岡校区

平　鍋 笹川　周作 松　原 馬場　健二 女　洲 浦邊　洋幸 校区長 永浜　俊介

原之里 春田　勇 上　方 奥田　勇美 向　町 向　亮治 阿高磯 川下　数嘉

春　田 森沢　季己 横　町 長田　道秋 西之町 曲瀬川　満蔵 屋久津 八汐　栄一

増田校区 旭　町 鎌田　政秀 美　座 下村　利徳 梶　潟 塩浦　忠義

校区長 清水　浩二 栄　町 山成　剛 西之山 木下　隆治 衣之平 前田　浩一郎

二十番 中島　秀人 畠　田 上門　勇二
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　まちの話題　　まちの話題　

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ

れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

　

８
月
15
日
（
土
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

■
場
所　

　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

■
申
込
期
間　

　

５
月
１
日
（
金
）
～
５
月
29
日
（
金
）

■
募
集
人
員　

　

未
定

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
を
行
い

ま
す
。

■
申
込
先　

　

地
域
福
祉
課
福
祉
係

■
対
象
者　

　

戦
没
者
の
遺
族

 

一
般
戦
災
死
没
者
（
空
襲
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
方
な
ど
）
の
遺
族

※
鹿
児
島
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
遺

族
に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優
先

し
ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う
観
点
か
ら

「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ
い
て
も
募
集
し
ま

す
。

■
そ
の
他

　

状
況
に
よ
り
、
今
後
変
更
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

「令和８年全国戦没者追悼式」参列遺族の募集
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 261
　　　　　　　　　県庁社会福祉課調査援護係☎ 099（286）2830

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比 前年同期対比

中種子

めす牛 70 687,686 669,844 17,842 206,078

去　勢 103 800,602 787,388 13,214 191,467

計 173 754,913 736,899 18,014 201,290

市場

全体

めす牛 200 688,905 674,049 14,856 197,619

去　勢 232 803,293 785,291 18,002 183,058

計 432 750,336 736,152 14,184 188,266

※単位：円（税抜き価格、速報値）

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、
３
月
16

日
に
種
子
島
家
畜
市
場
で
あ
り
、
平

均
落
札
額
は
75
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受

付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

令
和
７
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
等
を
う
け
る
方

（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

い
な
い
場
合
に
、
ご
遺
族
の
代

表
お
一
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
に
既
に
生
ま
れ
て

い
た
遺
族
（
子
は
戦
没
者
等
の

死
亡
当
時
の
胎
児
を
含
む
。）
で
、

三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、
法

律
に
よ
り
支
給
順
位
や
要
件
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
支
給
内
容　

　

額
面
27
・
５
万
円

　

５
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間　

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
12
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
）

○
請
求
窓
口　

　

役
場
地
域
福
祉
課　

福
祉
係

戦没者等のご遺族の皆さまへ　第 12 回特別弔慰金が支給されます
◎お問い合わせ先　地域福祉課福祉係☎㉗ 1111 内線 261

平均落札額 75 万
種子島子牛せり市
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

町税・保険料の期限内納付のお願い
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236　地域福祉課介護保険係　内線 293・215
　　　　　　　　　町民課高齢者医療係　内線 289

　令和８年度の町税・保険料の納付期限は、以下のとおりですので、期限内納付にご協力をお願いします。

各期の納付期限の前に納めることもできます。

■令和８年度各税・保険料の納付期限

納付期限 軽自動車税 固定資産税
町県民税
（住民税）

国民健康 
保険税

介護保険料

後期高齢者 
医療保険料

令和８年４月 30 日（木） １期

令和８年６月１日（月） 全期 １期

令和８年６月 30 日（火） １期 １期 ２期

令和８年７月 31 日（金） ２期 ２期

令和８年８月 31 日（月） ２期 ３期

令和８年９月 30 日（水） ３期

令和８年 11 月２日（月） ３期 ４期

令和８年 11 月 30 日（月） ３期 ４期

令和８年 12 月 25 日（金） ５期

令和９年２月１日（月） ４期 ４期 ５期

令和９年３月１日（月） ６期 ６期

■
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

①
出
か
け
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ

　

②
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
る

　

③
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
な
し

　

※
本
人
以
外
の
口
座
か
ら
も
振

　

替
が
可
能
で
す
。

　

申
し
込
み
は
役
場
ま
た
は
金
融

機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
納
付
で
き

ま
す
。
※
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付

書
に
限
り
ま
す

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ド

　

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ
（
Ｍ
Ｍ
Ｋ

　

設
置
店
）
で
、
営
業
時
間
内
で

　

あ
れ
ば
い
つ
で
も
納
付
で
き
ま

　

す
。

●
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｐ
ａ
ｙ

　

Ｐ
ａ
ｙ
」「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
」「
各
種

　

銀
行
ア
プ
リ
」
な
ど
を
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

　

納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

　

取
る
だ
け
で
、
自
宅
で
い
つ
で

　

も
簡
単
に
お
支
払
い
で
き
ま
す
。

■
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
納
付
書

に
限
り
ま
す
。

●
全
国
の「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

　

ド
対
応
金
融
機
関
」
窓
口
で
の

　

納
付

●
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利

　

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

　

い
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

　

を
利
用
し
た
納
付

■
督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
に

つ
い
て

　

法
律
に
基
づ
き
、
納
付
期
限
後

20
日
以
内
に
「
督
促
状
」
を
発
送

し
て
納
付
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い

ま
す
が
、
本
来
納
め
る
べ
き
金
額

の
ほ
か
「
督
促
手
数
料
」
を
併
せ

て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ

た
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま

で
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

口座振替可能な金融機関

種子屋久農業協同組合

鹿児島相互信用金庫

鹿児島銀行

九州信用漁業協同組合連合会

ゆうちょ銀行



17　広報なかたね 2026.5 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

国民年金保険料は電子（キャッシュレス）決済でも納付できます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
現
金

な
ど
に
よ
る
納
付
に
加
え
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
電
子

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済
で
の
納
付

が
可
能
で
す
。

【
ご
利
用
に
必
要
な
も
の
】

・
納
付
書　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
決
済
ア
プ
リ
が
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
も
の
）

【
対
象
決
済
ア
プ
リ
】

・
ａ
ｕ
Ｐ
ａ
ｙ　

・
ｄ
払
い　

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ(

※)　

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ　

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ 

・
楽
天
ペ
イ

※
金
融
機
関
な
ど
が
提
供
す
る
ア
プ
リ

を
含
み
ま
す
。
詳
細
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
電
子
決
済
の
流
れ
】

①
決
済
ア
プ
リ
で
納
付
書
に
印
字
さ
れ

　

て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

②
決
済
内
容
の
確
認

③
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
、
正
常
に
処

　

理
さ
れ
れ
ば
完
了

※
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
な
い
納
付

書
（
30
万
円
を
超
え
る
金
額
の
納
付
書

な
ど
）
に
つ
い
て
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

農業用廃プラスチック類の収集について
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係☎㉗ 1111 内線 209

　

町
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
適
正
処
理
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

左
記
に
お
い
て
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時

　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で(

お

盆
、
年
末
年
始
、
祝
日
除
く)

■
場
所

　

国
道
栄
町
集
落
交
差
点
付
近

■
収
集
料
金

　

一
律
１
キ
ロ
当
た
り
60
円

　

(

当
日
現
金
支
払
い)

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農
ポ
リ
の
不

法
投
棄
お
よ
び
焼
却
は
法
律
に
よ
り

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。(

廃
棄
物

の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
16
条
お
よ
び
16
条
の
２)

　

使
用
さ
れ
た
農
業
用
資
材
は
農
家

の
責
任
と
な
り
、
違
反
し
た
場
合
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
分
別
を
行
い
、

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

上
記
お
問
合
せ
先
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国民年金被保険者に係る電子申請対象手続きについて
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　

資
格
取
得
届
の
届
出
等
に
つ
い

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
電

子
申
請
の
手
続
き
が
可
能
で
す
。

電
子
申
請
が
可
能
な
手
続
き

◯
国
民
年
金
被
保
険
者
に
係
る

　

資
格
取
得
届

◯
国
民
年
金
被
保
険
者
に
係
る

　

種
別
変
更
届

◯
国
民
年
金
保
険
料
免
除･

　

納
付
猶
予
申
請
書

◯
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

　

特
例
申
請
書

◯
国
民
年
金
付
加
保
険
料
納
付　

   

  

申
出
（
辞
退
）
書

◯
国
民
年
金
付
加
保
険
料
納
付

　

該
当
（
非
該
当
）
届

◯
国
民
年
金
保
険
料
産
前
産
後

　

免
除
該
当
届

　　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
上
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ



広報なかたね 2026.5 月号　18

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

介護者のつどいについて
　

町
で
は
在
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
介
護
者
の
つ
ど
い

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
誰
か
に
話

を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
相
談
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
在
宅
で
介

護
を
し
て
い
る
方
同
士
だ
か
ら
わ

か
り
合
え
る
気
持
ち
や
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、「
介
護
の
こ
と
で
相

談
し
た
い
」「
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　

中
央
公
民
館

※
開
催
日
時
、
場
所
な
ど
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
地
籍
調
査
と
は

　

１
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、
地

目
を
調
査
し
、
境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量

す
る
調
査
で
す
。

■
令
和
８
年
度
地
籍
調
査
実
施
予
定
区
域

※
国
補
助
事
業
の
た
め
、
事
業
費
に
よ
り
調

査
区
域
や
調
査
面
積
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
大
字　

坂
井　

○
字　

三
山
・
石
ノ
峯
・
水
久
保

※
国
補
助
事
業
の
た
め
、
事
業
費
に
よ
り
調

査
字
・
面
積
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
土
地
所
有
者
へ
の
お
願
い

①
一
筆
地
調
査
に
は
必
ず
立
ち
会
っ
て
く
だ   

　

さ
い
。
日
程
な
ど
は
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

②
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
測
量
が
で
き

　

る
よ
う
に
隣
接
者
と
よ
く
相
談
し
て
伐
採

　

な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
売
買
や
譲
渡
な
ど
で
移
転
登
記
の
済
ん
で

　

い
な
い
土
地
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ

　

さ
い
。

地籍調査はあなたの財産を守ります
◎お問い合わせ先　税務課地籍調査係☎㉗ 1111 内線 265・290

税・保険料の納付期限について（お知らせ）
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　５月は下表の税・保険料の納付期限となっています。

　納付期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願い

します。すでに納付期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

税・保険料 期別 納税通知書発送予定 納付期限
軽自動車税 全期 ４月下旬

６月１日（月）
国民健康保険税 １期 ５月上旬



19　広報なかたね 2026.5 月号

　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

　

鳥
獣
関
係
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
よ
う
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。
希
望
す
る
事
業
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
農
林
水
産
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
野
生
鳥
獣
の
侵
入
を
防
止
す
る
】

■
侵
入
防
止
柵
の
設
置
事
業

　

(

電
気
柵
、
金
網
柵)

　

令
和
９
年
度
設
置
要
望
受
付
に

な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

　

令
和
８
年
６
月
30
日(

火)

ま
で

●
採
択
要
件　

　

農
作
物
の
被
害
が
大
き
い
同
一

　

地
区
内
の
ほ
場
で
あ
り
、
３
戸

　

以
上
の
申
請

●
補
助
率　

①
直
営
施
工
の
場
合

　

定
額(

上
限
単
価
あ
り)

②
請
負
施
行
の
場
合

　

１
／
２
以
内

　

(

条
件
不
利
地
域
は
5.5
／
10
以
内)

■
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
設
置
事
業

(

侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
資
材)

　

令
和
８
年
度
設
置
要
望
受
付
に

な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

令
和
８
年
７
月
15
日(

水)

ま
で

　

※
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
採
択
要
件　

　

な
し

●
補
助
率

　

１
／
３
以
内

【
鳥
獣
の
捕
獲(

狩
猟)

を
行
う
】

■
新
規
狩
猟
免
許
取
得
助
成

免
許
取
得
に
係
る
事
前
免
許
講
習

会(

試
験)

の
受
講
料

●
受
付
期
間　

　

７
月
頃(

別
途
案
内)

●
採
択
要
件　

　

な
し

●
補
助
率　

　

１
／
２
以
内

■
狩
猟
免
許
登
録
料
助
成

　

狩
猟
免
許
の
１
年
に
１
度
登
録

に
か
か
る
費
用
の
助
成

●
受
付
期
間　

　

当
該
年
度
２
月
末
ま
で

●
採
択
要
件　

　

当
該
年
度
に
捕
獲
実
績
が
あ
る
方

●
補
助
率　

　

１
／
３
以
内

■
緊
急
捕
獲
活
動
支
援
事
業

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲(

狩
猟)

報
償

●
受
付
期
間　

　

な
し

●
採
択
要
件　

　

狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
お
り
町

　

猟
友
会
に
属
す
る
者

●
報
償
費　

◯
シ
カ(

成
獣)

　

１
頭
に
つ
き
１
万
４
千
円

◯
シ
カ(

幼
獣)

　

１
頭
に
つ
き
２
千
円

◯
カ
モ
・
カ
ラ
ス

　

１
羽
に
つ
き
６
０
０
円

　

ま
た
は
８
０
０
円

※
証
拠
物
、
写
真
等
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

事業を活用した有害鳥獣対策について
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係☎㉗ 1111 内線 209

行政に対する相談は、行政相談員まで
◎お問い合わせ先　行政相談委員：玉城孝一さん☎㉗ 2114

　

本
町
で
は
行
政
相

談
員
の
玉
城
孝
一
さ

ん
（
竹
屋
野
）
が
、
地

域
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
行
政
の
仕
事
に

対
す
る
手
続
き
や
疑
問

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
困

り
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
行
政
相
談
所
開
設
日

に
つ
い
て
は
防
災
無
線

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



広報なかたね 2026.5 月号　20

　生涯学習だより　　生涯学習だより　 各課からのお知らせ　各課からのお知らせ　

食生活改善推進員コーナー 　
　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
梅
が
旬
を
迎
え

ま
す
。

　

梅
が
も
つ
独
特
な
強
い
酸
味
で
、
苦
手

な
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
梅
に
豊
富
に

含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
や
リ
ン
ゴ
酸
に
よ
る

も
の
で
、
疲
労
回
復
や
食
欲
を
増
進
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
エ
ン
酸

に
は
、
菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
腐
敗
や
食
中
毒
の
予

防
に
も
効
果
的
で
す
。
そ
し
て
、
ほ
か
の

果
物
や
木
の
実
と
比
べ
る
と
、
カ
ル
シ
ウ

ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん

と
暖
か
く
な
り
、
梅
雨
や
夏
も
ま
も
な
く

で
す
。
夏
バ
テ
に
よ
る
食
欲
減
退
や
、
高

温
多
湿
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
た
め
に

も
、
梅
干
し
を
お
弁
当
に
1
つ
入
れ
て
み

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

〈
栄
養
価
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
：
２
５
０
㎉

た
ん
ぱ
く
質
：
26
ｇ
、
脂
質
：
12
ｇ　
　

カ
ル
シ
ウ
ム
：
60
㎎　

食
塩
相
当
量
：
1.8
ｇ

〈
作
り
方
〉

①
大
根
は
す
り
お
ろ
し
、
飾
り
用
に
大
さ

　

じ
１
は
別
に
と
っ
て
お
く
。
し
そ
は
飾

　

り
用
に
１
枚
の
み
、
せ
ん
切
り
に
す
る
。

②
さ
さ
身
は
縦
半
分
に
切
り
、
真
ん
中
に

　

切
り
込
み
を
入
れ
て
広
げ
る
。
そ
の
上

　

に
し
そ
１
枚
、
梅
肉
を
１/

４
量
ず
つ

　

を
の
せ
て
巻
く
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
②
の
さ
さ

　

身
を
入
れ
て
焼
く
。
火
が
通
っ
た
ら
、

　

Ａ
を
加
え
て
煮
立
た
せ
、
①
の
大
根
お

　

ろ
し
を
加
え
て
２
分
煮
る
。

④
器
に
盛
り
、
①
の
と
っ
て
お
い
た
大
根

　

お
ろ
し
を
の
せ
、
そ
の
上
に
①
の
せ
ん

　

切
り
に
し
た
し
そ
を
飾
る
。

●ささみ梅しそ巻きのみぞれ煮（１人分）

鶏ささ身 ２本 Ａ）酒 大さじ１

青じそ ５枚 Ａ）みりん 大さじ１／２

梅肉 ２ｇ Ａ）しょうゆ 小さじ１

大根 120 ｇ Ａ）砂糖 小さじ１

Ａ）水 大さじ１ Ａ）顆粒だし 小さじ１／２

Ａ）サラダ油 大さじ１

図書だより　

94 冊（一般書 48 冊、児童書 46 冊）の新刊が入りました !!

ピック

アップ

書名
見えない妻

聴こえない夫
注意読本

山へ行った画家が
丸太の弁当をつ
くって林業の応援
活動をはじめた話

著者 篠原　通良 五味　太郎 牧野　伊三夫

出版社 中央公論新社 実業之日本社 あかね書房

■一般書
書名 著者 出版社

本日ノ亡者娑婆ノ

緑尽キテ
津田　美幸 朝日新聞出版

百歳の景色見たいと

母は言い
市毛　良枝 小学館

■児童書
書名 著者 出版社

３分後にゾッとする話

冥闇巡礼
　野宮　麻未 理論社

おいしいお米を

つくりたい！
谷本　雄治 汐文社

中央公民館図書室ホームページ
http://www.nakatane-library.jp/
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一ひ
と
と
せ年

思
い
出
巡
り
と
決
め
て
過
ご
す
ほ
ろ
り
ほ
っ
こ

り
祭
り
に
行
か
ん　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

湯
上
が
り
の
か
さ
つ
く
背
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
塗
り

く
れ
る
妻
の
指
冷
た
し　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
し
思
い
の
違
え
ど
も
最
後
良
け
れ

ば
楽
し
く
生
く
よ
と　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

久
び
さ
の
ス
マ
ホ
写
真
は
遠
近
で
ま
わ
り
引
き
立
て

我
影
う
す
き　
　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

訃
報
受
け
故
郷
へ
向
か
う
道
中
を
共
に
す
る
月
は
梔
く
ち
な

子し
い
ろ色　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島　

岩
坪　

早
春

馬
毛
島
に
早
三
年
の
工
事
過
ぎ
四
角
い
物
体
つ
ん
と

育
て
り　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

放
送
の
Ａ
Ｉ
の
声
な
じ
み
来
て
生
身
の
声
が
恋
し
く

な
り
来　
　
　
　
　

      

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

行
儀
よ
く
民
話
聴
く
子
ら
ま
す
ぐ
な
る
未
来
の
眼
き

ら
き
ら
眩
し　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

失
敗
と
挑
戦
つ
づ
き
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
高
度
の
技
で

勝
負
を
懸
け
る　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

満
開
の
木
蓮
の
花
仰
ぎ
見
る
美
し
き
か
な
清
ら
か
な

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

ち
ょ
こ
っ
と
寒
家
路
を
い
そ
ぐ
こ
ん
な
夜
は
お
で
ん

に
お
酒
ち
ょ
こ
っ
と
一
杯　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

風
の
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
ぎ
や
か
に「
あ
ば
え
ー
」

「
な
し
か
ー
」
声
は
若
い
ぞ　
　

 

旭
町　

白
木　

民
子

桜
花
古
田
の
里
に
見
頃
な
り
一
目
見
た
さ
に
訪
れ
し

群
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

  

古
市
家
住
宅
ひ
な
祭
り
吟
行
会

古
民
家
を
祝
ぎ
て
は
や
す
や
千
の
雛　
　

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

吟
行
や
弥
生
の
風
は
心
地
よ
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

ひ
ょ
う
た
ん
も
べ
べ
を
着
せ
ら
れ
ひ
な
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

古
雛
を
愛
で
し
笑
顔
や
老
二
人　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

寒
椿
地
に
は
だ
か
っ
て
仁
王
立
ち　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

古
民
家
の
華
や
か
な
り
や
ひ
な
の
宿　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

せ
せ
ら
ぎ
の
春
光
と
ど
く
水
の
底　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

我
郷
の
平
和
に
感
謝
ひ
な
飾
り　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

古
民
家
の
昔
む
か
し
の
雛
の
宴　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

見
つ
め
合
ふ
こ
と
な
き
ま
ま
に
内
裏
雛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

慎
ま
し
く
商
家
の
奥
の
古
き
雛　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

中
種
子
町
年
表
に
つ
い
て

　

新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
本
館
で
は
、
色
々
な
冊
子
を
販

売
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
、「
中

種
子
町
年
表
」
を
刷
新
し
ま
し
た
。

　

年
表
に
は
じ
め
て
種
子
島
の
こ
と

が
出
て
く
る
の
は
、
い
つ
頃
の
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
よ
そ
１

３
５
０
年
前
、
天
武
天
皇
の
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
６
７
７
年
に｢

多た

ね

び

と

禰
人
等
を
飛
鳥
寺(

あ
す
か
で

ら)

の
西
の
槻つ
き

（
け
や
き
）
の
下
で

餐も
て
なし
た
。｣

（
日
本
書
紀
）
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
司

馬
遼
太
郎
氏
は
街
道
を
ゆ
く
シ
リ
ー

ズ
『
種
子
島
み
ち
』
で
、「
ど
う
や

ら
種
子
島
の
島
主
が
使
い
を
よ
こ
し

た
と
こ
ろ
、
大
和
政
権
は
こ
れ
を
大

切
に
あ
つ
か
い
、
天
皇
み
ず
か
ら
が

宴
会
を
主
宰
し
て
、
か
れ
ら
を
も
て

な
し
た
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。」

と
解
説
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
に

つ
い
て
、
年
表
６
８
１
年
８
月
に
、

当
時
の
種
子
島
は｢

粳い

ね稲
常
に
豊
ゆ
た
か

な

り
。
一
た
び
殖う

ゑ
て
両ふ
た

た
び
収
む
。」

と
あ
り
、「
米
が
二
度
と
れ
る
こ
と

が
、
大
和
政
権
を
し
て
こ
れ
ほ
ど
種

子
島
に
執
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
の
一
時
期

ま
で
は
、
種
子
島
は
「
多
禰
国
」
と

し
て
、
近お

う
み江

の
国
や
丹た
ん
ば波

の
国
と
同

様
、『
国
』
に
格
づ
け
ら
れ
て
い
た
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。（
＊
諸
説
あ
り

ま
す
。）
６
８
１
年
９
月
に
も
「
多

禰
人
等
を
飛
鳥
寺
の
西
の
河
辺
に
餐

し
た
。
種し
ゅ

楽
（
い
ろ
い
ろ
の
楽
）
を

奏
し
た
。」
と
い
う
一
文
が
垣
間
み

え
ま
す
。
都
の
芸
能
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
遠
路

は
る
ば
る
辿
り
着
い
た
種
子
島
の
人

は
、
夢
と
ま
ご
う
ば
か
り
の
飛
鳥
寺

で
、
奏
で
ら
れ
る
宮
中
芸
能
を
ど
の

よ
う
な
思
い
で
経
験
し
た
の
で
し
ょ

う
。

　

ぜ
ひ
一
冊
、
新
し
い
『
中
種
子
町

年
表
』
を
お
手
元
に
お
い
て
、
古
代

の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

資
料
館
だ
よ
り
（
５
５
４
号
）
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依
存
症
っ
て
な
に
？

　

特
定
の
物
質
や
行
為
・
過
程
に
対

し
て
、
や
め
た
く
て
も
、
や
め
ら
れ

な
い
状
態
、
ほ
ど
ほ
ど
に
で
き
な
い

状
態
を
い
わ
ゆ
る
依
存
症
と
い
い
ま

す
。

・「
物
質
へ
の
依
存
」
：
ア
ル
コ
ー
ル

や
薬
物
と
い
っ
た
物
質
を
原
因
と
す

る
依
存
症
状

・「
プ
ロ
セ
ス
へ
の
依
存
」
：
ギ
ャ
ン

ブ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
買
物
依
存
な
ど
特

定
の
行
為
や
過
程
に
必
要
以
上
に
熱

中
し
、
の
め
り
こ
ん
で
し
ま
う
症
状

ど
う
し
て
や
め
ら
れ
な
い
の
？

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
障
害
（
自
分
の
意
思

で
や
め
ら
れ
な
い
病
気
）
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
脳
が
報
酬

（
ご
ほ
う
び
）
を
求
め
て
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
る
た
め
、
本
人
が
や
め
た
い

と
思
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の

で
す
。
意
志
の
弱
さ
や
性
格
の
問
題
で

も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
依
存
し

よ
う
と
思
っ
て
な
る
も
の
で
は
な
く
、

脳
の
仕
業
な
の
で
す
。

依
存
症
っ
て
治
る
の
？

　

回
復
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。「
止

め
続
け
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
様
々

な
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
止
め
続
け

る
こ
と
で
飲
酒
や
薬
物
使
用
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
な
ど
に
頼
ら
な
い
生
き
方
を

し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
す
。
も
し

回
復
途
上
で
、
止
め
続
け
る
こ
と
に

失
敗
し
た
と
き
は
、
そ
こ
か
ら
ま
た

止
め
続
け
る
こ
と
を
再
開
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
止
め
続
け
る
た
め
に

は
、
正
直
に
自
分
の
気
持
ち
を
言
え

る
場
所
が
あ
る
こ
と
や
、
孤
立
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

対
応
法
と
し
て
は
、
専
門
家
か
ら

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
回

復
に
向
か
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
依
存
症
の
問
題
を
抱
え
た

人
同
士
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
情
報
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
回
復
を
目
指
し

て
い
く
自
助
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る

と
い
う
方
法
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
利

用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

周
り
に
依
存
症
か
も
…
と
い
う
人
が

い
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

　

叱
責
や
処
罰
で
は
な
く
対
処
法
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
周
り
に
も

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
依
存
症
は
、
欲

求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
る

病
気
で
す
。
し
か
し
本
人
は
自
覚
が

な
く
気
づ
か
な
い
た
め
、
何
度
も
気

持
ち
だ
け
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

と
し
て
失
敗
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

周
囲
が
い
く
ら
根
性
論
で
本
人
を
責

め
て
も
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

叱
責
や
処
罰
だ
け
で
は
、
む
し
ろ
状

況
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
人
が
回
復
の
必
要
性
を
自
覚
す

る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

多
い
た
め
、
ま
ず
は
、
周
囲
の
方
が

専
門
の
機
関
に
相
談
し
て
、
適
切
な

サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。
依
存
症
を
正
し
く

理
解
し
た
上
で
、
本
人
に
接
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、情
報
を
知
る
、

悩
み
を
解
決
す
る
と
い
う
観
点
で
は
、

依
存
症
の
家
族
を
持
つ
人
た
ち
が
悩

み
を
分
か
ち
合
い
、
共
有
し
、
連
携

す
る
こ
と
で
お
互
い
を
支
え
あ
う
家

族
会
に
参
加
し
て
み
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。　
　
　

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照)

文
責　
　
　

せ
い
ざ
ん
病
院　

池
村

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機

第
２
回
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
実
施
結
果

第
２
回
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
実
施
結
果

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、

３
月
３
月
1515
日
に
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６

日
に
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６

号
機
（

号
機
（
3030
形
態
試
験
機
）
の
打
上

形
態
試
験
機
）
の
打
上

げ
に
向
け
た
開
発
試
験
の
一
環
と

げ
に
向
け
た
開
発
試
験
の
一
環
と

し
て
、
第
２
回
１
段
実
機
型
タ
ン

し
て
、
第
２
回
１
段
実
機
型
タ
ン

ク
ス
テ
ー
ジ
燃
焼
試
験
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）

ク
ス
テ
ー
ジ
燃
焼
試
験
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）

を
実
施
し
、
計
画
通
り
終
了
し
ま

を
実
施
し
、
計
画
通
り
終
了
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

Ｃ
Ｆ
Ｔ
は
、
打
上
げ
当
日
と
同

　

Ｃ
Ｆ
Ｔ
は
、
打
上
げ
当
日
と
同

じ
手
順
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
射
点
に
移

じ
手
順
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
射
点
に
移

動
し
、
推
進
薬
を
充
填
し
て
エ
ン

動
し
、
推
進
薬
を
充
填
し
て
エ
ン

ジ
ン
燃
焼
を
行
い
、
機
体
や
地
上

ジ
ン
燃
焼
を
行
い
、
機
体
や
地
上

設
備
の
機
能
な
ど
を
確
認
す
る
試

設
備
の
機
能
な
ど
を
確
認
す
る
試

験
で
す
。
今
回
は
、
昨
年
７
月
に

験
で
す
。
今
回
は
、
昨
年
７
月
に

実
施
し
た
第
１
回
Ｃ
Ｆ
Ｔ
で
確
認

実
施
し
た
第
１
回
Ｃ
Ｆ
Ｔ
で
確
認

さ
れ
た
１
段
水
素
／
酸
素
タ
ン
ク

さ
れ
た
１
段
水
素
／
酸
素
タ
ン
ク

圧
昇
圧
不
足
事
象
へ
の
対
応
に
つ

圧
昇
圧
不
足
事
象
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
時
の
デ
ー

い
て
、
エ
ン
ジ
ン
燃
焼
時
の
デ
ー

タ
を
取
得
し
、
そ
の
妥
当
性
を
検

タ
を
取
得
し
、
そ
の
妥
当
性
を
検

証
し
ま
し
た
。

証
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
験
実
施
に
ご
協
力
い

　

今
回
の
試
験
実
施
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
方
面
に
、

た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
方
面
に
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

宇
宙
手
話
を
開
発
し
ま
し
た

宇
宙
手
話
を
開
発
し
ま
し
た

　　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
筑
波
大
学
手
話

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
筑
波
大
学
手
話

サ
ー
ク
ル
と
協
力
し
、
聴
覚
障
害

サ
ー
ク
ル
と
協
力
し
、
聴
覚
障
害

者
を
含
む
多
様
な
人
々
に
宇
宙
に

者
を
含
む
多
様
な
人
々
に
宇
宙
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
宇
宙
用
語
の
手

こ
と
を
目
的
に
、
宇
宙
用
語
の
手

話
表
現
と
し
て
宇
宙
手
話
を
開
発

話
表
現
と
し
て
宇
宙
手
話
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
の
宇
宙
手
話
は
、

し
ま
し
た
。
こ
の
宇
宙
手
話
は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
働
く
聴
覚
障
害
者
が

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
働
く
聴
覚
障
害
者
が

企
画
・
制
作
を
行
い
、
宇
宙
開
発

企
画
・
制
作
を
行
い
、
宇
宙
開
発

の
専
門
知
識
と
聴
覚
障
害
者
と
し

の
専
門
知
識
と
聴
覚
障
害
者
と
し

て
の
知
見
を
取
り
入
れ
、
約
１
年

て
の
知
見
を
取
り
入
れ
、
約
１
年

か
け
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。
今

か
け
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。
今

回
は
、「
Ｈ
３
」
や
「
ア
ル
テ
ミ

回
は
、「
Ｈ
３
」
や
「
ア
ル
テ
ミ

ス
計
画
」
な
ど
、
宇
宙
開
発
に
関

ス
計
画
」
な
ど
、
宇
宙
開
発
に
関

す
る
す
る
1414
の
用
語
を
手
話
に
し
ま

の
用
語
を
手
話
に
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
Ｘ

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

Ａ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
の
一
環
で
あ

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
の
一
環
で
あ

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
「
誰
一

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
づ
く
り

人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失

敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

敗
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

対
応
状
況
に
つ
い
て

対
応
状
況
に
つ
い
て

ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
は

ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認

こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

い
た
だ
け
ま
す
。

（
記
事
の
内
容
は
３
月

（
記
事
の
内
容
は
３
月
2525
日
現
在
）

日
現
在
）
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■公立種子島病院の診療情報　

受付時間　　午前：８時～ 11 時、午後：８時 30 分～ 16 時
診療時間 診療科 月 火 水 木 金

9
９時～ 12 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科

眼科（鹿児島大学医師派遣）：11 日・12 日・25 日・26 日

耳鼻咽喉科（鹿児島大学医師派遣）：毎週木曜日　７日・14 日・21 日・28 日

消化器内科（福岡徳洲会医師）：８日・22 日の金曜日※内視鏡検査予定

整形外科（鹿児島大学医師派遣）：19 日※午前：外来診療、午後：病棟診療

小児外科（鹿児島大学医師派遣）：１日（金）、８日（金）
物忘れストレスケア外来（濵田医師）：20 日（水）
リウマチ科：14 日（木）中島医師、21 日（木）市來医師

　

医
療
事
務
は
、
患
者
様
と
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
つ
な
ぐ
お
仕
事
で
す
。

「
受
付
＝
座
っ
て
い
る
だ
け
？
」
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
結
構
幅

広
い
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば

●
受
付
・
窓
口
対
応
来
院
さ
れ
た
患

者
様
の
対
応
や
、
保
険
証
の
確
認
を

行
い
ま
す
。

　
「
初
め
て
な
ん
で
す
が
・
・
・
」

と
い
う
方
に
も
、
や
さ
し
く
ご
案
内

し
ま
す
。

●
会
計
業
務

　

診
療
が
終
わ
っ
た
後
の
会
計
や
、

料
金
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
の
も
大
切
な
お
仕

事
で
す
。　

●
電
話
対
応

　

予
約
の
受
付
や
お
問
い
合
わ
せ

対
応
な
ど
。
顔
が
見
え
な
い
分
、
丁

寧
な
対
応
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

●
セ
レ
プ
ト
業
務
（
医
療
費
の
請
求
）

　

診
療
内
容
を
も
と
に
、
医
療
費
を

計
算
し
て
請
求
す
る
大
切
な
業
務

で
す
。
少
し
専
門
的
で
す
が
、
先
輩

が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
院
内
の
サ
ポ
ー
ト

　

カ
ル
テ
の
準
備
や
、
各
部
署
と

の
や
り
と
り
な
ど
、
診
療
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
よ
う
に
裏
側
で
も
支
え

て
い
ま
す
。
人
と
関
わ
る
場
面
も
多

く
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
も
多
い
お
仕
事
で

す
。
資
格
な
ど
は
不
要
で
す
が
、
専

門
的
知
識
は
身
に
つ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
実
は
、
病
院
は
医
師
、

看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
み
で
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
医
師
、
看
護

師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
仕
事
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
請
求
す
る
大
切
な

お
仕
事
で
す
。
言
え
ば
、
医
療
事
務

は
病
院
の
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と

い
っ
た
存
在
な
の
で
す
。
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
お
仕
事
で
す
。

●
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

当
院
で
は
医
療
事
務
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
中
で
す
。
未
経
験
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
多
数
活

躍
中
！
最
初
は
分
か
ら
な
く
て
当

た
り
前
、
失
敗
も
す
る
で
し
ょ
う
。

少
し
ず
つ
覚
え
て
い
け
ば
大
丈
夫

で
す
。
先
輩
方
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
子
育
て
中
の
ス
タ
ッ
フ
も
活
躍

中
。
急
な
休
み
に
も
対
応
可
能
で

す
。「
専
門
的
な
の
は
ち
ょ
っ
と
・・・

で
も
受
付
な
ら
で
き
る
か
も
！
」
そ

ん
な
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。
少
し
で

も
気
に
な
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医療事務の仕事って？

午前の部

公立病院だより 　公立種子島病院☎㉖ 1230　医事課　細山　みさき

　　　　　　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

14 時～ 17 時

内科
藤田 藤田 藤田 藤田 藤田
荒井 荒井 荒井 荒井 荒井
三宅

特別診療科 午前と同様

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は、必ず電話でのお問い合わせをお願いします。
※当番医：４日（月）
※休日は当番医の受診をお願いします。
【徳洲会グループの応援体制について】
◯徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。

午後の部
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 6,922 人（-81） 出生 ４人

男　性 3,368 人（-43） 死亡 ８人

女　性 3,554 人（-38） 転入 70 人

世帯数 4,009 戸（-27） 転出 147 人

※（　）は前月との比較（３月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　3月中

火　事 ２件 うち建物 0件

救　急 23 件 うち急病 12 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 ０件 (±０) 1 件 ( －１)

死 者 数 ０件 (±０) １件 (＋０)

負傷者数 ０件 (±０) ２件 (－２)

※令和８年３月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

中﨑　久子 (池之平 )　日髙　ヨリ子 (満足山 )

戸 籍 の 窓
令和８年３月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

　おくやみ申しあげます　

名前 集落 年齢

　向　俊子 南界園 74 歳

　中﨑　茂之　 池之平 91 歳

　戸川　房子 南界園 88 歳

　日髙　公朗 満足山 90 歳

訂
正
と
お
詫
び

　

令
和
８
年
３
月
号
７
頁
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
」

に
お
い
て
、
誤
り
、
記
載
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

■
種
子
島
武
道
大
会
空
手
道
競
技

▽
小
学
生
高
学
年
男
子
組
み
手

（
正
）
３
位　

川
原　

新　

（
誤
）
３
位　

松
原　

新

【
記
載
漏
れ
】

▽
中
学
生
男
子
形

　

第
３
位　

山
元　

颯
介

▽
中
学
生
男
子
組
手

　

第
２
位　

山
元　

颯
介

条
例
の
公
布
や
公
告
な
ど
の
お
知
ら
せ
方
法

の
変
更
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
条
例

の
公
布
や
公
告
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
役
場
前
の
掲

示
場
に
掲
示
す
る
方
法
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
設
置
し
た
掲
示
場
で
公
開
す
る
方
法
に
変
更
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
災
害
な
ど
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲

示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
役
場
前
の
掲

示
場
で
掲
示
し
ま
す
。

５
月
は
赤
十
字
運
動
強
調
月

間
で
す

～
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
で
支
え

ら
れ
て
い
る
赤
十
字
～

　

赤
十
字
事
業
の
活
動
は
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
会
費
・
寄
付

金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
道
博
愛
の
精
神
の
も
と
、

幅
広
い
社
会
福
祉
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
な
お
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

毎
年
、
こ
の
時
期
に
社
会
福

祉
協
議
会
の
会
員
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
１
世
帯
１
会

員
で
５
０
０
円
の
会
費
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

○
中
種
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

○
日
本
赤
十
字
社
中
種
子
分
会

☎
㉗
１
８
４
５
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２２

３３
🎌憲法記念日
◆休日当番医①
■給油当番②

４４
🎌みどりの日
◆休日当番医③

５５
🎌こどもの日
◆休日当番医①
●りんくの　　
おおひろば
（中公大 9:00 ～
12:00)

６６
🎌振替休日
◆休日当番医①

７７
●にじいろクラス
( こ 家 セ 13:30
～ 15:00)

８８
●母子手帳交付
（ こ 家 セ 13:30
～ 15:00)

９９

1010
◆休日当番医④
■給油当番①

1111
●中央保育所   ●中央保育所   
園庭開放日　園庭開放日　

（10:30 ～ 12:00）（10:30 ～ 12:00）

1212
●幼児学級１歳
～ ３ 歳（ 福 セ
10:00 ～ 11:30）
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）

1313
●にじいろメンテ
( こ 家 セ 13:30
～ 16:00)

1414
●高齢者学級ど
んぐり

1515
●赤ちゃん教室
１歳未満（福セ
10:00 ～ 11:30）

1616
●チャレンジ
キッズ（中公大
14:00 ～）

1717
◆休日当番医①
■給油当番②
●地区スポーツ
少年団競技別交
歓大会（中種子
会場）

1818 1919 2020 2121
● に じ い ろ 健
診５歳児（保セ
13:00 ～ 16:00）

2222
●にじいろ健診
２歳児、乳児（保
セ 9:00 ～ 12:00）
●母子手帳交付
（こ家セ 13:30 ～
15:00)

2323
●親子ふれあい
ウォーク
●りんくの
おおひろば
（中公大 9:00 ～
12:00)

2424
◆休日当番医①
■給油当番①

3131
◆休日当番医②
■給油当番②

2525
●中央保育所   ●中央保育所   
園庭開放日　園庭開放日　

（10:30 ～ 12:00）（10:30 ～ 12:00）

2626
●幼児学級・　●幼児学級・　
赤ちゃん教室合赤ちゃん教室合
同（ 中 央 公 園同（ 中 央 公 園
10:00 ～ 11:30）10:00 ～ 11:30）
●マイナンバー
カード交付・申
請 業 務（17:15
～ 19:00）

2727
●生涯学習公民●生涯学習公民
館講座開講式館講座開講式

（中公大 19:00 ～）（中公大 19:00 ～）
●おひさま相談●おひさま相談
室（公第２会　室（公第２会　
9:00 ～ 17:00）9:00 ～ 17:00）
●にじいろメンテ
( こ 家 セ 13:30
～ 16:00)

2828 29 3030
●中央公民館図
書室おはなし会  
（中公和 10:30～）

町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね

チャンネル

お知らせ版（５月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 27-3222）

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

休 日
当番医

日 曜
給 油

おひさま相談室　事前予約が必要なので，地域福祉課福祉係（☎ 27-1111 内線 261）までお問い合わせください。
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。
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島の四季彩　カモガヤ（イネ科）
【漢字表記】鴨茅
【別名】オーチャードグラス
　　　(英名  orchard grass )
【分布】地中海沿岸～西アジア原産。
　　　世界の温帯の広い地域に帰化。
【生育地】路傍・草地
【繁殖法】実生、株分け
　和名のカモガヤは、英名でコックス・フット・グラ
スとも言います。このコック ( ニワトリ ) をどういう
訳か、ダック ( カモ、アヒル ) に間違えてしまったた

めと言われています。常緑の多年草です。牧草として
はオーチャードグラスの名の方がよく知られているか
もしれません。チモシー ( オオアワガエリ ) とともに
世界的に優秀な牧草で、温帯地域で広く栽培されてい
ます。日本には明治初期 ( 一説には江戸末期 ) にアメ
リカから牧草として入ったのですが、現在では方々
( 栽培地近辺だけでなく街中にも ) に逸出し、新たな
花粉症の原因植物として問題にもなっています。種子
も丈夫で、家畜に食べられても相当数が生存しており、
糞と共に遠方まで運ばれることもあるようです。　　

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
https://www.tykousoku.jp/
　　　　　　ＱＲコード検索➡

公式ｘ
　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　※金・土・月は 6時～ 17 時

■
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0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
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ス
：
0997-27-3634

■
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ジ
／

https://town.nakatane.kagoshima.jp/

離島航空割引カードの

更新手続きは
　　　　お済みですか？

【持参する物】【持参する物】
○身分証明書○身分証明書（運転免許証、保険証等）（運転免許証、保険証等）
○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）○証明写真（横 2.5cm ×縦３cm）
※準住民については、別途要件があり※準住民については、別途要件があり
ます。詳細は町ホームページからご確ます。詳細は町ホームページからご確

認ください。認ください。
『有効期限』発行日から３年間『有効期限』発行日から３年間

※準住民（介護）は１年間※準住民（介護）は１年間

ホームページ掲載先➡
●お問い合わせ先
　中種子町役場☎ 0997-27-1111
◆更新手続き◆更新手続き
　町民課戸籍住民係（内線 237・214）
◆準住民（介護）◆準住民（介護）
　企画課企画調整係（内線 286・259）


